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会員を募集しています
さがみはら生物多様性ネットワーク

さがみはら生物多様性ネットワークは、生物多様性を将来にわたり保全するための取組を実施し、人と自然が共生する社会の実現を目指しています。

生物多様性とは、生きものたちの豊かな個性とつながりのことです。地球上の生きものは全て直接また間接的に支えあって生きています。

　

発行　さがみはら生物多様性ネットワーク

発行日

2020年３月

第12号

　生物多様性に関する情報や、会員の取組について

掲載した広報紙を発行しています。

　有識者による講演と環境団体等による活動事例発

表を通して、生物多様性の普及・啓発を図っています。

　今年度からの新たな取り組みとして、イベントへ

参加し、生物多様性及びネットワークの活動について

PRを行っています。今年度は若葉まつりにブース

を出展しました。

　会員の活動地の視察等を実施し、会員同士による

交流会により、情報共有・情報交換を行っています。

さがみはら生物多様性ネットワークは、市民、団体、事業者、行政など

様々な立場の人たちがともにつながり合い、

協力しながら生物多様性を守り、自然の恵みを将来にわたり

享受する社会を実現するために活動している団体です。

生物多様性
シンポジウムの開催会報紙などを

活用した情報発信

イベントへの参加
会員同士による情報交流

主な
活動

さがみはら生物多様性ネットワークは、生物多様性を将来にわたり保全するための取組を実施し、人と自然が共生する社会の実現を目指しています。

生物多様性とは、生きものたちの豊かな個性とつながりのことです。地球上の生きものは全て直接また間接的に支えあって生きています。

　

発行　さがみはら生物多様性ネットワーク

発行日

2020年２月

第11号

　令和元年12月25日（水）に会員交流会を行いました。

今回は団体会員である「NPO法人相模原こもれび」の

活動地である木もれびの森を訪れました。木もれびの森

は市街地の近くにありながら豊かな自然環境を保って

おり、相模原の緑の拠点として重要な位置づけがされて

います。

　会員交流会では、木の伐採等の林内整備の見学や、林

内整備体験としてカントリーヘッジづくり体験を行いま

した。カントリーヘッジとは、森の中の木や枝や幹を並

べておいておくことで、昆虫や小動物のすみかになるか

もしれません。また、カントリーヘッジは自然のもので

出来ていますので、微生物などにより徐々に分解され、

いずれは土にかえります。これも生物多様性につながる

といえるでしょう。

　その後、木もれびの森の「アズマ

ネザサ」という植物を使用し、フィン

ランドの伝統装飾品である「ヒンメリ」

づくりを行いました。参加者は、団体

の皆さまに作り方を教えていただき

ながら、夢中でヒンメリをつくって

いました。森の植物を活用したヒンメリづくりは、とても

よい記念になったことと思います。

さがみはら生物多様性ネットワーク
会員交流会を行いました

さがみはら生物多様性ネットワークは、生物多様性を将来にわたり保全するための取組を実施し、人と自然が共生する社会の実現を目指しています。

生物多様性とは、生きものたちの豊かな個性とつながりのことです。地球上の生きものは全て直接また間接的に支えあって生きています。

　

発行　さがみはら生物多様性ネットワーク
発行日

2019年9月

第10号

　平成28年２月にさがみはら生物多様性ネットワークが

発足して３年。今までシンポジウムや会報紙の発行を通

じて、生物多様性を守り、つなげていく取組みを進めて

きましたが、まだまだ「生物多様性」について知らない方

や、どうしていいのかわからないという方も多いのでは

ないでしょうか？そこで、今回、相模原市民若葉まつり

に出展し、生物多様性についてPRしてきました。

　「津久井在来大豆」は、相模湖の千木良（ちぎら）という

町が発祥と言われています。「津久井在来大豆」の特徴と

しては、他の大豆品種と比較し、明らかに糖度が高く、

粒が大きく、タンパク質と脂肪分が少ないことが挙げら

れます
　豊国屋では、2007年に大豆の栽培を始め、早いもの

で10年以上が経ちました。その間、相模原のみならず、

　今回の出展では、生物多様性を守るMY行動宣言（「たべ

よう」「ふれよう」「つたえよう」「まもろう」「えらぼう」）を

多くの市民の方に体験していただけたのではないかと思

います。これからもより多くの方に生物多様性を伝えて

いくために、啓発活動などに取り組んでいきたいと思い

ます。

近隣の座間・厚木・海老名・秦野・藤沢等でも栽培は盛

んになり、味噌や納豆・豆腐などが市場にも出回るよう

になりました。
　私は、いつもこの「津久井在来大豆」で商品開発をする

度に、香りが良く甘いきな粉、まるで栗のような蒸かし

豆など…本当に何に加工してもおいしい大豆だなあ、と

つくづく思うのです。豊国屋の商品を自慢するのではありません。「津久井在来大豆」そのものの持ち味がそうさせるのです。この大豆、只者ではないのです。

相模原市民若葉まつりに出展しました。

令和元年５月11日（土）12日（日）

津久井在来大豆を使った商品の試食、販売コーナー

COP10（生物多様性条約第10回締約国会議）の
ロゴ折り紙の作成コーナー

　いのちや私たちの暮らしとのつながりのことを考え

るきっかけにしてもらえたらと作られたCOP10のロゴ

に使われている、生きものの折り紙にチャレンジして

もらいました。かなり難しい折り紙でしたが、完成し

た時の嬉しそうな笑顔は素晴らしかったです。

　他の品種との甘みの違いなど、多くの方に興味を持っ

ていただきました。また、子どもたちから「給食で食べ

たことがある！」「学校で育てているよ！」とうれしい声

をたくさん聞くことができました。

「津久井在来大豆」について
（団体会員：豊国屋　岡本政廣　相模原市南区新戸3024）

お問い合わせは、裏面のさがみはら生物多様性ネットワーク事務局までお願いします。



発行者：さがみはら生物多様性ネットワーク事務局
　　　　（相模原市水みどり環境課内）
住　所：相模原市中央区中央２－１１－１５
電　話：０４２－７６９－８２４２　
Ｅメール：midori@city.sagamihara.kanagawa.jp

さがみはら生物多様性ネットワークに入会して、生物多様性の

保全に一緒に取り組みませんか。ネットワークの趣旨に賛同す

る個人・団体・事業者で活動に積極的に参加していただける方

であれば、どなたでも入会できます。

　私は毎年秋学期に、桜美林大学リベラルアーツ

学群で「自然理解（ビッグヒストリー）」という 授業

をしています。ビッグヒストリーとは、138億年

の地球宇宙史を振り返ることにより、宇宙に人間

が存在する意味を考え、生物多様性や温暖化の問

題に取り組んでいこうというものです。

　昨年11月1日、森林総合研究所の藤井一至先生

をお招きして、「土のビッグヒストリー」というテー

マでゲスト講義をしていただきました。藤井先生

は、『大地の五億年』（ヤマケイ新書）や『土　地球

最後のナゾ』（光文社新書）の著作で知られる、著名

な若手の土壌研究者です。

　みなさんは、「土」って何だと思いますか？　単な

る砂や粘土は「土」ではありません。藤井先生によ

れば、「土」とは、「岩が分解したものと、死んだ植物

が混ざったもの」をいいます。つまり、生きものの

死骸が混ざっていてはじめて「土」となるのです。

そのため、月や火星には砂や粘土はありますが、

「土」はありません。そして、地球にも昔は土があ

りませんでした。地球が誕生したのは約46億年前

ですが、土が誕生したのは5億年前といわれてい

ます。そのころ地衣類とコケ類が生まれて岩を砕

きはじめ、4 ～ 3億年前にシダ植物や裸子植物が

登場し、そして2億年前から分解者としてキノコ

が進化することにより、現在の土ができました。

　あのありふれた土が、じつは5億年もかけてで

きたものだなんて、すごく不思議な気持ちになり

ませんか？

　それから藤井先生は、土壌の分解者としてミミ

ズが重要であること、世界にはさまざまな種類の

土があること、肥沃な土が地球には限られた地域

にしかないため、昔から国際的な紛争の原因  に

なってきたこと、日本には豊かな土と水があるこ

となど、「土」とそれを作る生きものが私たちの生活

の根本であることを、ユーモアたっぷりに分かり

やすく説明してくださいました。

　土って、本当に大事なんですね。みなさんも、

身近な土にぜひ注目してみて下さい！

年会費…1口 1,000円

　　　　個人・団体会員／1口以上

　　　　事業者会員／2口以上

生きものがつくる「土」―土のビッグヒストリー

　　　　　　　　　　

片 山 博 文（桜美林大学教授）

著書　『大地の五億年』 『土　地球最後のナゾ』

藤井一至

相模原市　生物多様性 検索


